









Im Zentrum dieses Aufsatzes, der als der erste  /ヽersuch von Untersuchungen uber die
Zusa■lmenhange des Dichters zu politischen Ereignissen von 1914 bis 1919 betrachtet werden
sollte,stehen die》Fむnf Gesange《,die Rilke in den ersten Augusttagen 1914,d h fast gleich Hュit
dem Ausbruch des erstenヽrヽ ltrieges,und zM/ar rnitten im KriegSЭann geschrieben hat  Was der
Dichter am Enthusiasmus,der p16tzhch fast a■e Leute ergritten hatte,selbst einfuhlend erlernt
hat, ist eine vorlauFige 「ヽer、′'irklichungsmёglichkeit seines innen ent郡′orfe ヽVeltraums, die
man sonst bei den Spanischen Trilogien Oder Elegien besser verstehen kann, und dann ist
schlie81ich auch ein Schreckliches,das die Leute in die lrre fuhren sonte  Gegen den Patriotis―
mus uberredet der Dichter im letzten Gesang, das damals eine poltische Bedeutung haben
kёnnte,die Leute zur grёB ren Zukunft,die er eigentlich wollte  Sonlit kann man an den》Funf
Gesangen《deutlich absehen,wie der Dichter seiner Zeit ernste Aufmerksamkeit ge郡ァidmet hat,
wenn die Gesange auch als Kriegsgedichte keines、、egs 3u b handein s d
は じ め
`こ
リルケの政治的な発言を集めたシュトルク (」oachim w.Storck)による書簡集 :「Rainer Maria

































































耳にはしていたが 限りなく遥かな 信じ難い 戦争の神よ。






その作物を奪い去 り そして 収穫を始める。
畑地は人間のように立ち昇 り 人間の雷雲となる。
夏は追い越されて 田園の光景に取 り残される。
子供たち 遊んでいる者たちは 老人たち 物思う者たちは
そして 信頼を寄せている女たちは 留まる。花盛 りの菩提樹の
心を揺する香 りが 共同の別れに染み込んでゆく。








この喜ばしい 確実な苦難に際し 勝手気ままとは何であろうか ?
ついにひとりの神が。 私たちが平和の神を幾度となく取 り逃がしたので








Zu R■kes》Fmf Gesange《 (水沼 )





うにか思い当たるだけの神々のひとりとして 遥かに望みながら 賛嘆し 信じていた神」と歌わ
れている。














































































































































































































それでも 夜には 船のサイレンのように 唸りをあげるものがある。
私の内で聞いかけるものが 唸りをあげるのだ 道を 道を求めて。
天上では この神には道が見えているのか 高々としたあの肩越しに?
彼は灯台として 私たちを長らく探し求めていた戦う未来へと指し示しながら
炎をあげているのか? 彼は 知る者なのか? 彼は
-182-



























立て この恐るべき神を 畏怖するのだ ! 彼を動転させろ。




















彼らは 君たちが 真摯に 大気と鉱山からのように
呼吸と大地とを 採取したのは 彼らからなのだ。
何故なら 理解することを 学ぶことを そして 多くのものを
心の内に大切にしておくことが 外国のものも含めて
君たちにとって 感受された使命であったのだから。
いま 君たちは 再び 自らのものだけに制限されている。 だが









































会に対する深い関心を示している。歴史的事件を前に, リルケもまた 〈時代を呼吸する〉3つ のであ
り,それ故にこそ,幻滅や失望も可能となるのだ。その点を見逃してはならない。
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